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●
８
月

19
日　

山
口
県
周
防
大
島
町
議
会
議
員
来

　
　
　

市

21
日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委

　
　
　

員
会
・
議
会
報
編
集
委
員
会

26
日　

議
会
運
営
委
員
会

●
９
月

２
日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
初
日
）
・

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

３
日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第
２
日
）

５
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

８
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

９
日　

総
務
常
任
委
員
会

16
日　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

18
日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第
３
日
）

19
日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第
４
日
）

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

25
日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
最
終
日
）

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
全
員

　
　
　

協
議
会
・
議
会
報
編
集
委
員
会

30
日　

山
梨
県
韮
崎
市
議
会
議
員
来
市

●
10
月

８
日
〜
９
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会
行

　
　
　

政
視
察
（
山
形
県
高
畠
町
・
上
山

　
　
　

市
）

21
日　

議
会
全
員
協
議
会

27
日
〜
28
日　

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視

　
　
　

察
（
秋
田
県
秋
田
市
・
大
仙
市
）

27
日
〜
28
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
行

　
　
　

政
視
察
（
群
馬
県
太
田
市
・
前
橋

　
　
　

市
）

31
日　

議
会
報
編
集
委
員
会

●
11
月

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

13
日　

京
都
府
木
津
川
市
議
会
議
員
来
市

14
日　

愛
知
県
碧
南
市
議
会
議
員
来
市

議
会
の
動
き

　市議会報は、紙面の都合で発言の一部を掲載しています。
　詳しくは、市役所内情報公開コーナー、市立図書館、市議会
に備えてある会議録をご覧ください。また、インターネットで
も、会議録の閲覧や検索ができます。市ホームページかアドレ
ス　http://www.kaigiroku.net/kensaku/ayase/ayase.html　から
ご利用ください。
　９月定例会の会議録は、11月下旬に閲覧できる予定です。

詳しい内容は会議録で
　

本
市
議
会
の
一
般
質
問
は
、
通
告

の
際
に
質
問
の
方
法
（
一
括
ま
た
は

一
問
一
答
）
を
選
択
し
、
議
員
個
人

が
行
う
方
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
一
括
方
式
】第
１
回
目
の
質
問
は

通
告
し
た
質
問
の
全
て
を
ま
と
め

て
行
い
、
再
質
問
は
必
要
な
も
の

を
ま
と
め
て
行
う
方
式
。
再
質
問

の
回
数
は
２
回
ま
で
と
し
、
質
問

時
間
は
50
分
以
内
。

【
一
問
一
答
方
式
】第
１
回
目
の
質

問
は
通
告
し
た
質
問
の
全
て
を
ま

と
め
て
行
い
、
再
質
問
は
１
問
ご

と
に
行
う
方
式
。
50
分
の
時
間
制

限
内
で
あ
れ
ば
再
質
問
の
回
数
は

無
制
限
。

一
般
質
問
の
方
法

　

公
明
党	

井
上　

賢
二

　

問　

災
害
時
に
は
、
自
ら
が
避
難
す
る

自
助
、互
い
に
助
け
合
う
共
助
、消
防
や
市

役
所
な
ど
の
公
助
が
基
本
と
言
わ
れ
る
。

各
自
治
会
に
は
自
主
防
災
組
織
が
誕
生
し

て
お
り
、
災
害
の
初
期
対
応
力
を
高
め
る

こ
と
は
当
然
と
し
て
、
地
域
の
防
災
意
識

の
啓
発
や
訓
練
に
努
め
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。ま
た
、消
防
な
ど
の
公
的
支
援
が
到
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中
野　

昌
幸

　

問　

綾
瀬
小
学
校
新
築
工
事
が
始
ま
る

が
、
校
舎
の
規
模
や
配
置
は
ど
う
な
る
の

か
。
多
様
化
す
る
教
育
環
境
に
配
慮
し
、

プ
ー
ル
の
移
設
や
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
の
配

置
、
図
書
館
拡
充
の
計
画
は
あ
る
か
。
バ

リ
ア
フ
リ
ー
や
自
然
採
光
、
雨
水
の
再
利

用
な
ど
、
人
や
環
境
に
優
し
い
学
校
づ
く

り
、
災
害
時
に
避
難
し
や
す
い
と
い
っ
た

着
す
る
ま
で
の
間
、
地
域
や
職
場
で
人
命

救
助
や
避
難
誘
導
、
避
難
所
運
営
な
ど
を

中
心
的
に
担
う
役
割
も
期
待
さ
れ
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
的
な
人
材

を
育
成
す
る
時
期
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

本
市
の
現
状
や
人
材
育
成
の
基
本
的
な
考

え
方
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
防
災
士
の
資

格
を
有
す
る
職
員
の
状
況
は
ど
う
か
。　

　

答　

自
助
・
共
助
の
観
点
か
ら
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、
地
域
の
防
災

力
を
高
め
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
と
認
識

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
自
主
防
災
組
織

な
ど
で
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
実
施
し
て
き
た

が
、今
年
度
か
ら
内
容
を
充
実
し
、市
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
開
催
す
る
。

講
座
は
全
４
回
行
い
、
修
了
者
に
は
修
了

証
を
交
付
し
て
、
防
災
士
と
同
様
の
知
識

を
備
え
た
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
登
録
さ

れ
る
。
ま
た
、
職
員
で
防
災
士
の
有
資
格

者
は
い
な
い
が
、
消
防
職
員
な
ど
に
資
格

取
得
を
推
奨
し
、
現
役
を
退
か
れ
た
方
に

も
制
度
の
周
知
を
図
り
た
い
。

（
ほ
か
に
「
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
」
を

質
問
）

安
心
・
安
全
、
快
適
な
学
校
づ
く
り
へ
の

対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
を
目
指
し
、
図
書
館
を
開
放

す
る
考
え
は
あ
る
か
。
日
照
な
ど
周
辺
住

宅
へ
の
配
慮
は
さ
れ
て
い
る
か
。
ク
ス
ノ

キ
や
石
像
な
ど
多
く
の
記
念
樹
・
記
念
碑

は
ど
う
な
る
か
。

　

答　

綾
瀬
小
学
校
新
校
舎
は
、
普
通
学

級
30
ク
ラ
ス
分
の
規
模
で
、
敷
地
南
側
に

配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
現
時
点
で
プ
ー

ル
移
設
の
考
え
は
な
い
が
、
体
育
館
棟
の

配
置
と
併
せ
て
検
討
し
た
い
。ま
た
、多
目

的
ス
ペ
ー
ス
と
図
書
館
は
可
能
な
限
り
広

く
確
保
で
き
な
い
か
模
索
中
で
あ
る
。
バ

リ
ア
フ
リ
ー
や
環
境
負
荷
の
軽
減
、
避
難

路
な
ど
安
全
・
安
心
へ
の
対
応
は
、当
然
、

配
慮
し
て
い
る
。図
書
館
は
、学
校
教
育
の

た
め
の
も
の
な
の
で
、
日
常
的
に
は
開
放

で
き
な
い
。
日
照
に
対
し
て
は
、
住
宅
か

ら
の
距
離
を
と
り
中
廊
下
方
式
で
高
さ
を

抑
え
る
工
夫
を
し
て
い
る
。
記
念
樹
な
ど

は
、な
る
べ
く
残
す
方
向
で
進
め
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
深
谷
中
央
特
定
土
地
区
画
整

理
事
業
の
現
状
と
今
後
」
を
質
問
）

11月15日に開催される30周年記念ドリームコンサートの本番に向けて、
練習が行われています〈中央公民館にて〉

　

神
奈
川
ネ
ッ
ト	

渡
部　

市
代

　

問　

広
島
の
秋
葉
市
長
は
、
今
年
の
平

和
宣
言
文
で
、
核
保
有
国
を
動
か
さ
な
け

れ
ば
非
核
社
会
は
実
現
不
可
能
だ
と
言
っ

て
い
る
。
本
市
は
、
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

市
宣
言
を
し
、
毎
年
、
核
保
有
国
の
在
日

大
使
館
に
宣
言
文
と
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
付
し
て
い
る
。
昨
年
、
核
兵
器
廃
絶
を

訴
え
る
直
接
的
文
章
が
な
い
と
指
摘
し
た

が
、
今
年
の
内
容
は
。
ピ
ー
ス
エ
コ
バ
ッ

グ
の
配
布
は
、
主
旨
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
の
代
案
は
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、

小
・
中
学
校
で
の
平
和
教
育
の
充
実
と
戦

争
を
語
り
継
ぐ
こ
と
を
提
案
し
て
き
た

が
、
広
島
へ
の
修
学
旅
行
を
含
め
、
そ
の

後
、
変
更
点
は
あ
る
か
。
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近
藤　

秀
二

　

問　

今
年
７
月
１
日
に
教
育
振
興
基
本

計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
少
子
高
齢
化

や
環
境
問
題
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化

の
急
速
な
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
今
後

の
10
年
間
を
通
じ
て
目
指
す
べ
き
教
育
の

姿
に
つ
い
て
初
め
て
策
定
さ
れ
た
が
、
こ

の
計
画
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。ま
た
、

計
画
の
中
に
学
校
の
情
報
化
の
充
実
と
あ

る
が
、
本
を
読
み
調
べ
る
こ
と
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。
平
成
22
年
ま
で
に

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
率
１
０
０
％
を
目
指
す

と
あ
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
教
育
分
野
の
情
報

通
信
技
術
）
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
環

境
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。　

　

答　

本
市
は
、
地
道
か
つ
着
実
に
平
和

思
想
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
核
兵
器
廃
絶
に

対
す
る
強
い
意
志
が
伝
わ
る
よ
う
、
表
題

を
「
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の

実
現
に
関
す
る
要
望
」
と
し
、
文
言
も
は

っ
き
り
と
し
た
言
い
回
し
に
変
更
し
た
。

ピ
ー
ス
エ
コ
バ
ッ
グ
は
、
啓
発
グ
ッ
ズ
を

検
討
す
る
中
で
、
平
和
だ
け
で
な
く
、
ご

み
50
％
削
減
な
ど
市
の
施
策
の
実
効
性
も

上
が
る
も
の
を
考
え
た
。
ま
た
、
早
園
小

学
校
で
は
地
域
の
方
の
戦
争
体
験
を
聞
く

授
業
を
行
い
、綾
北
中
学
校
で
は
来
年
、広

島
へ
の
修
学
旅
行
を
計
画
し
て
い
る
。
今

後
も
、平
和
教
育
を
鋭
意
推
進
し
て
い
く
。

　
（
ほ
か
に「
市
長
の
所
信
表
明
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

　

答　

教
育
振
興
基
本
計
画
は
、
教
育
基

本
法
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
10
年
先

を
見
据
え
、
目
指
す
べ
き
教
育
の
姿
を
明

ら
か
に
し
た
上
で
、今
後
、５
年
間
に
取
り

組
む
べ
き
具
体
的
な
施
策
を
示
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
も
こ
の
計
画
の

具
体
的
な
施
策
を
参
考
に
今
後
の
教
育
行

政
の
推
進
に
取
り
組
む
。ま
た
、本
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
両
方
か
ら
情
報
を
検
索

し
、活
用
で
き
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
早
期
に
整
備
し
た
い
。
校

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
は
、
23
年
の
デ
ジ
タ
ル

放
送
へ
の
切
り
替
え
も
考
慮
し
、
総
合
的

に
対
応
で
き
る
学
校
づ
く
り
を
す
る
。

（
ほ
か
に
「
文
化
が
薫
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
」「
綾
瀬
市
立
図
書
館
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

災害時のリーダー
的人材育成の現状
と今後の考え方は

新築される綾瀬小
学校の校舎のあり
方や方向性を伺う

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

へ
の
実
効
あ
る
施
策
を
望
む

市
で
は
教
育
振
興
基
本
計
画

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か

市の木
「やまもみじ」


